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遊び場 面に お ける進 級 園児 の 交 渉 ス トラテ ジー
’

○ 城下　圭 子 （菊本幼稚薗） 青井　倫子 （愛媛大学）

《 目 的 》

　進級時期 を扱っ た こ れま で の 研究は、新参 者で あ る

新入 園児が既存集団で あ る進級園児集団 よ りも弱い 立

場 に あ り、進級園児の 側か ら受け る影響が大きい こ と

を 示 して きた。それらの 研究の 多くは 、 新入 園 児 の 側

に 焦点 をあ て 、そ の 適応過程を扱 っ たもの で あ り、既

存集団の 側に 焦点をあ て た 研究は 多 くな い 。

　本研究で は こ れ ま で あま り検討 されて こ な か っ た

進級園児の 側に焦点を当て 、遊び 場面 にお い て 進級園

児が その 他の 進級園児や新入園児に 対 して どの よ うな

交渉ス トラ テ ジーを用い るの か を検討するこ とに した。

そ の 際、時期 に よ る変化
｝

すな わ ち、新入 園 児 の 園 生

活 へ の 適応 に 従 っ て どの よ うな 変化が 見 られ るの か 、

ま た個々 の 遊 び 場面に おける進級園児 と新入 園児 の 入

数比 に よ る相違を 中心に 検討す る。

《 研究方法 》

・対 象児 ：愛媛県内 E 幼稚園の 4 歳児 2 ク ラ ス （A 組 ：

　　　　 進級園児 10名、新入 園児 25 名、B 組 ：進

　　　　 級園児 10名、新入 園児 25 名）。
・観察 日時 ：平成 14年 4月 か ら 11月 の問 の 38 日間 。

・
観察方法 ；自由遊び場面に おける参与観察及び ビデオ

　　　　　 記録。
・
分析方法 ：遊び 場 面 で観察され た 進級園児の 交渉ス ト

　　　　　　ラテ ジーを 表 1の カ テ ゴ リ
ー

に 従 っ て 分

　　　　　 類 し、分析す る （カ テ ゴ リーは 白井 ・杉

　　　　　 野 （2002） をもとに独 自に 作成）。

表 1　 遊 び 場 面 に お け る交渉 ス トラテ ジ ー

カ テ ゴ リ
ー

下位 カ テ ゴ リ
ー

攻撃的交渉 指示す る ・命令す る、非難 す る ・叱 る、

攻 撃す る
・横取 りする、拒否す る、無 視 す る

積極的交渉 自己主張す る、説 明す る、ふ ざける、頼む、

提 案 す る
・
勧 誘す る、教え る

・援助す る 、

許可す る ・承認す る、誉 め る
・
励 ます

中立的交渉 あい さつ ・呼び か けをす る、質問する、

質問に 答える

同 調 的交 渉 物 を渡す ・譲る、説明 ・同意を求 める、

許 可
・承認 を求め る 、援助 を求 め る、模 倣 す

る ・同 意す る、謝 る、従 う、受容す る

《 結果と考察》

（1 ）時期 に よ る変化

　新入 園児の 園生活 へ の 適応に 従っ て 、進級園児の 用

い る交渉ス トラテ ジーが どの よ うに 変化 す るか を検討

す るた め、観察期間を 1 期 （4 ・5月）、口期 （6・7 月）、

m 期 （9・10・11月）に 分け、分析を行なっ た 。

　積極的交渉は全期を通して 高 い 割合を示 して お り、

また 交渉相手が進級園児の 場合と新入 園児の 場合とで

大きな差は見 られ なか っ た
。

こ れ は、自己主 張す る、

説明す る、提案す るな ど、遊び を進め て い く上で 重要

な項 目が この カテ ゴ リ
ー

に含まれて い るた め と思わ れ

る。

　 1期 にお い て 、進級園児 が 攻撃的交渉を用い る割合

は、新入 園児に 対 して よ りも進 級 園 児 に対 す る方が 低

か っ た 。 同調的交渉を用 い る 割合に つ い て は 逆 に、新

入 園児 に対 して よ りも進級園児に 対 して 高か っ た。 1

期 に は、進級園児同士 で遊ぶ姿がよく観察 された。進

級園児 に対 して友好的な交渉ス トラテ ジ
ー

を多く用い

る の は、高濱
・
無藤 （1997）が述べ て い る よ うに、新

入 園児 の 参 入 に よ り人 間関係 が 不 安定に な っ て い る状

況の 下、進級園児の 問に既存の 関係 を保 つ こ とで安定

しよ うとい う意識 が働 くた め で あると考え られ る。

　ll期 に なる と、新入 園児 の 園生活 へ の 適応もすすみ 、

進級 園児と新入 園児 が
一
緒に 遊ぶ姿が多く見 られ る よ

うに な っ た 。 しか し、一
緒に 遊ん だ 経験が 少ない た め

か 、遊び をすす め る際 に は 、 新入 園児の 反応を探っ た

り、考えを伺 うような発言が多くみ られ た 。 【期 と比

べ て 新入 園児 に 対する攻撃的交渉の 割合が 減少 し、同

調 的交渉 の 割合 が増加 した の は、こ うした こ とを反映

して い る と思われる。また、多数 の 新入園児が 入っ て

くる こ と で 人 間 関係 が 不 安定に な り、進級園 児同士 の

親和欲求が高ま っ て い た進 級 当初 の 1期 と比 べ 、E期

で は、進級園児 に 対す る攻撃的交渉が 増加 し、同調的

交渉 は減少 した。

　 1期か ら皿 期 に か けて 、進級 園児 に 対 して は、積極

的交渉 と 同調 的交渉の 割合 が減少す る傾向に あ る
一

方

で 、攻撃的 交渉 は増加 した。他 方、新入 園 児に 対 して

は攻撃的交渉が減少 し、同調的交渉の 割合が 増加 した。

こ れ らの こ とは、新入園児と進級園児 の両方が ともに、

新 し い 園生 活 に適応した こ と、ま た進 級 園児が 新入 園
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児 を 園の 十 全 な
一

員 と して 認識 す る よ うに なっ た こ と、

新入 園 児を含 ん だ形 で 新た な関係 が構築された こ とな

どに よ り、新入 園児 の 関 わ りを 拒否 した り、進級園 児

同士 だ けの 関係 の 中 で 安定 しよ うと した りす る必票が

なくな っ た こ とに よ る と思われる。

また、進級園児が 新入園児に 対 して 常に強者的な交渉

ス トラテ ジ
ー

を用 い る わけで は ない こ とも明らか に な

っ た。すな わ ち、事例 の 内容 を検討 した 結果、進級 園

児が 新入園児 に対 して 攻撃的交渉 を用 い る の は、主 に

進級 園児同 士 の ル
ー

ル を新入 園児が 乱 す場合 で あっ た。

こ れ らの こ とは、進級 園児が 交渉 ス トラ テ ジーを選択

す る 際、相手が意味を共有する者で あるの か 、それ と

も意味を 共 有で きない 者で あるの か とい うこ とが重要

で あ る こ とを示すもの と考 え られる。

表 2　進級園児が用い た交渉ス トラテ ジーの 頻度 とその 割合

た よ うな 傾向 で あ っ た。

こ れ らの こ とは、進級園児た ちが 、単 に進級 園 児 （古

参者）か 新入 園 児 （新参者）か と い う点 か らだ け 勢力

関係 を捉 えて い るの で は なく、その 場その 場 で の 互 い

の 人数比 も考 え合わ せ て 勢力関係を判断 し、それによ

っ て 交渉 ス トラテ ジー
を変えて い る こ とを示 唆 して い

る。

《 全体的考察 》

　本研 究 で 得 られ た 主 な 知 見は、以下の 2 点で あ る。

（1）進級園児 に とっ て 重要 なこ とは 、 相 手 が意味 を

共 有す る者で あ る か、そ れ と も意味を 共有で きない も

の で あるか とい うこ と、また、自分たちが共有 して き

た準拠枠や遊び の 前提が新入 園 児に よ っ て 脅か され な

い よ うに 守 る こ とで あ り・、こ の こ とが 交渉ス トラ テ ジ

ーの 選択 に 反 映 され る。（2）進級 園 児 は 、 単 に 相 手 が

新入 園児で あ るか 進級園児で あ るか と い うこ とや 、進

交渉

相 手

攻撃 的

交渉

積極 的

交渉

中立 的

交渉

同調 的

交渉

合 計 事 例

数

1
薪零i：・…42鎚）・．81（瞬 ．1ゆ ）

・・12（8＞・．152 ：

級園児 と新入 園児の どち らが 多 い か とい う単純な人数

北に基づ い て 交渉 ス トラテ ジー
を変 えて い る の で は な

く、遊 び場 面 に お ける勢力関 係を両 面 か ら総合的 に 判

断 し、交 渉 ス トラテ ジーを選 択 して い る。

表 3　進級園 児 と新入 園児 の 人 数比 と交渉ス トラテ ジ
ーの 関連

1
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期 進級 59〔勝 ） 113（49 ） 34 （15＞ 26（ID23240
交 渉 交 渉 合計 事 例 数

進線同 士 進級 59（L7） 且80 （52） 50 （L5157 〔L6｝ 34630

進級＝且 新 入 27 （蝌 86 （55） 18（【2）25（【5≧
』

】5628

進級 ≧z 薪入 3止1（35） 33（S8｝ エ4   10（【【）．88

新入 〉 進級 進級 上8 （22） 43 （52） 上2 （15） 9〔n ＞ 828

1：1 彫天48 （22＞L12 （51）27（L2）．　 i33 〔旦艶 22036

　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　（ ）内は ％

（2 ）進級園児 と新入園児 の 人数 比 に よ る相違

　進級園児の 側が 2 名以 上 の 場合には、新入園児 に対

する攻撃的交渉の 割合が高 くなっ て い た。これ は、自

分 と同 じ 進 級 園児が 遊び 集団 内 に い る場 合 に は、自分

た ちが 共有 して きた 準拠枠や遊び の 前提 を新入 園児 に

強制 し よ うとす る傾向が強くな る こ とを表 し て い る。

また、進級園児の 新入 園児に 対す る攻撃的交渉 の 割合

は、新入 園児 の 側 が 2名 以 上に なっ た 場 合 に よ り高く

な る こ とか ら、進級 園児た ちは、新入 園 児 の 人 数が多

くな る と　 自分た ち が こ れ まで 共 有 して き た準 拠枠や

2 ：2 以上 新天 25．〔32） 44 （56〕 ア  
’

2 〔3）
’．78

新入 ＝進 級 進級 δ（ゆ 32（62） 7（L4） 7（L4＞ 5112

新 入 39 画 97 （52） 33 α7〕艮9 〔tO＞ 1臼8

新 入司 進級 42 （LglU5 （5D33 〔15）33 （L5） 22331

新入 24⊂53） L3〈29）．3（7） 5qL ｝
：

45 ．
新入 く進 級 新．入 ≧2 進級 41 〔4L）鵯 （4：つ 5（5） 1【（1D 皇Ol10 　，

遊び の 前提 が壊 され るの で は ない か と強く警戒 し、攻

撃的交渉を よ り多く とる もの と思わ れ る。
こ の よ うに 、

進級園児は新入園児に対 して 攻撃的交渉を多 く用い る

傾向 に あっ たが、新入園児 の 中に 進級園児が一
人だけ

の 場合、及 び、進 級園児の 中 に新入 園児が
一一

人 だけの

場合 に は、進級園児 の 新入 園児 に 対す る攻撃的交渉は

少 なが っ た 。 また、進級園児 1名 と新入 園児 1名とで

遊 ん で い る場合 に は、進級 園児 同士 の 遊 び の 場合 と似

（ 〉内は％
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